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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第94期

第２四半期
累計期間

第95期
第２四半期
累計期間

第94期

会計期間

自2020年
　４月１日
至2020年
　９月30日

自2021年
　４月１日
至2021年
　９月30日

自2020年
　４月１日
至2021年
　３月31日

売上高 （千円） 1,545,944 1,687,021 3,282,264

経常利益又は経常損失（△） （千円） △15,885 74,541 63,253

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）
（千円） △18,777 51,378 18,375

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,920,000 1,920,000 1,920,000

発行済株式総数 （株） 3,840,000 3,840,000 3,840,000

純資産額 （千円） 2,811,843 2,902,737 2,850,951

総資産額 （千円） 5,810,051 6,040,028 5,929,386

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失

（△）

（円） △4.89 13.39 4.79

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 48.4 48.1 48.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 261,369 227,340 354,395

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △82,363 △53,974 △167,850

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 107,804 △11,473 96,310

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 437,992 595,928 434,035
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回次
第94期

第２四半期
会計期間

第95期
第２四半期
会計期間

会計期間

自2020年
　７月１日
至2020年
　９月30日

自2021年
　７月１日
至2021年
　９月30日

１株当たり四半期純利益又は１株当

たり四半期純損失（△）
（円） △2.14 4.06

（注）１．第95期第２四半期累計期間及び第94期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。第94期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第95期第１四半期会計期間の

期首から適用しており、第94期第２四半期累計期間及び第94期第２四半期会計期間並びに第94期に係る主要な

経営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。また主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適用し

ており、経営成績については、原則的な取り扱いに従って、遡及処理後の前第２四半期累計期間の数値で比較分析を

行っております。

　詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期財務諸表　注記事項(会計方針の変更)」に記載のとおりであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により緊急事態宣言が再発出さ

れるなど厳しい状況で推移いたしました。ワクチン接種の進行により経済の回復が期待されるものの、変異ウイルス

の感染再拡大が懸念されるなど、先行きは依然として不透明な状況となっております。

　当社においても、自動車関連を中心に生産に回復の動きがみられたものの、今後の国内外の感染動向や、半導体不

足による自動車生産への影響等に引き続き留意が必要な状況となっております。

　このような環境下、売上高につきましては、受注の回復等により前年同期比増収となりました。また、利益面にお

きましても、販売の増加影響等により前年同期比増益となりました。この結果、当第２四半期累計期間の財政状態及

び経営成績は以下のとおりとなりました。

a．財政状態

　当第２四半期末の総資産は６,０４０百万円となり、前期末に比べ１１０百万円増加しました。流動資産は、主に

現金及び預金が増加したことにより、前期末に比べ１８６百万円増加しました。固定資産は、主に設備投資額の減少

により、前期末に比べ７５百万円減少しました。

　負債は３,１３７百万円と、前期末に比べ５８百万円増加しました。流動負債は、主に営業買入債務が増加したこ

とにより、前期末に比べ６０百万円増加しました。固定負債につきましては概ね前期末並みとなりました。

　純資産は２,９０２百万円と、前期末に比べ５１百万円増加しました。これは主に当第２四半期累計期間における

四半期純利益によるものです。

ｂ．経営成績

　当第２四半期累計期間の業績は、売上高１,６８７百万円（前年同期比９.１％増）、営業利益４４百万円（前年同

期は２４百万円の営業損失）、経常利益７４百万円（前年同期は１５百万円の経常損失）、四半期純利益５１百万円

（前年同期は１８百万円の四半期純損失）となりました。

 

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（コンパウンド事業）

　ゴムコンパウンド、高機能樹脂コンパウンドにおける自動車関連を中心とした受注の回復に加え、樹脂洗浄剤スー

パークリーンや導電性樹脂ＥＣＸにおいても売上が回復し、コンパウンド事業全体として前年同期を上回る売上高と

なりました。

　以上の結果、当セグメントの売上高は、前年同期を８２百万円上回る９４７百万円(前年同期比９.６％増)となり

ました。

（ゴム加工事業）

　ゴムマットにおいての受注回復や、ゴムシートにおいての新規案件の受注等により、ゴム加工事業全体として前年

同期を上回る売上高となりました。

　以上の結果、当セグメントの売上高は、前年同期を５８百万円上回る７２８百万円(前年同期比８.７％増)となり

ました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　営業活動によるキャッシュ・フローは、２２７百万円の収入となり、前年同期に対し３４百万円の収入減となりま

した。これは主に、前年同期に売上債権が減少したことによるものであります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは５３百万円の支出となり、前年同期に対し２８百万円の支出減となりまし

た。これは主に、設備投資の支払い額の減少によるものであります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、１１百万円の支出（前年同期は主に借入を行ったことによる１０７百万円

の収入）となりました。これは主に、借入金の返済によるものであります。

　以上の結果、当第２四半期末における現金及び現金同等物の残高は５９５百万円となり、前年同期末に比べて１５

７百万円の増加となりました。
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(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した、当社が優先的に対処すべき事業上及び

財務上の課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、２９百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,000,000

計 15,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年11月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,840,000 3,840,000
東京証券取引所

市場第二部
単元株式数　100株

計 3,840,000 3,840,000 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年７月１日～
2021年９月30日

― 3,840,000 ― 1,920,000 ― ―
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（５）【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式（自
己株式を除

く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

株式会社大阪ソーダ 大阪府大阪市西区阿波座１丁目１２－１８ 1,200 31.27

愛知タイヤ工業株式会社 愛知県小牧市大字大草字年上坂５８２７－１ 201 5.25

三菱ケミカル株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目１－１ 190 4.97

日東化工取引先持株会 神奈川県高座郡寒川町一之宮６丁目１－３ 125 3.27

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 95 2.48

鈴木　隆史 東京都大田区 62 1.62

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４番地 42 1.10

平和株式会社 兵庫県神戸市灘区新在家北町１丁目１－３０ 39 1.04

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 36 0.96

野口　弘 大阪府岸和田市 33 0.87

計 ― 2,027 52.83

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式(自己株式等)  － － －

議決権制限株式(その他)  － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

－ －
普通株式 2,500

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,831,100 38,311 －

単元未満株式 普通株式 6,400 － －

発行済株式総数  3,840,000 － －

総株主の議決権  － 38,311 －

　（注）１．「完全議決権株式(その他)」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、1,700株(議決権17個)含ま

れております。

２．「単元未満株式」には、当社所有の自己株式18株が含まれております。
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②【自己株式等】

    2021年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日東化工株式会社 神奈川県高座郡寒川町一之宮6-1-3 2,500 － 2,500 0.1

計 ― 2,500 － 2,500 0.1

（注）　株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が200株(議決権2個)あります。な

お、当該株式は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」の普通株式に含めております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(2021年７月１日から2021年９月

30日まで)及び第２四半期累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、EY

新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2021年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 434,035 595,928

受取手形及び売掛金 1,784,733 1,780,246

商品及び製品 281,728 305,815

仕掛品 58,958 54,968

原材料及び貯蔵品 70,172 88,124

その他 303,349 294,396

流動資産合計 2,932,978 3,119,481

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 514,572 487,840

機械及び装置（純額） 603,051 572,320

土地 1,575,872 1,575,872

建設仮勘定 45,639 33,166

その他（純額） 149,826 143,353

有形固定資産合計 2,888,962 2,812,553

無形固定資産   

その他 15,023 13,306

無形固定資産合計 15,023 13,306

投資その他の資産   

投資有価証券 24,046 24,633

関係会社株式 16,577 16,577

繰延税金資産 28,354 33,027

その他 23,444 20,450

投資その他の資産合計 92,422 94,688

固定資産合計 2,996,408 2,920,547

資産合計 5,929,386 6,040,028

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 885,885 956,057

短期借入金 1,390,000 1,390,000

１年内返済予定の長期借入金 20,000 20,000

リース債務 2,947 2,947

未払法人税等 2,451 37,211

賞与引当金 67,100 65,500

その他 236,538 193,791

流動負債合計 2,604,922 2,665,507

固定負債   

長期借入金 30,000 20,000

リース債務 5,649 4,175

退職給付引当金 425,246 432,291

役員退職慰労引当金 5,050 7,750

資産除去債務 7,566 7,566

固定負債合計 473,511 471,783

負債合計 3,078,434 3,137,291
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2021年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,920,000 1,920,000

資本剰余金 19 19

利益剰余金 931,965 983,344

自己株式 △2,574 △2,574

株主資本合計 2,849,410 2,900,789

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,541 1,948

評価・換算差額等合計 1,541 1,948

純資産合計 2,850,951 2,902,737

負債純資産合計 5,929,386 6,040,028
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 1,545,944 1,687,021

売上原価 1,298,929 1,363,214

売上総利益 247,015 323,807

販売費及び一般管理費 ※ 271,362 ※ 279,486

営業利益又は営業損失（△） △24,347 44,320

営業外収益   

受取利息 1 2

受取配当金 3,810 2,381

助成金収入 9,615 13,227

保険差益 8,147 19,336

その他 549 702

営業外収益合計 22,124 35,649

営業外費用   

支払利息 4,285 4,674

損害賠償費用 9,173 -

その他 203 753

営業外費用合計 13,662 5,428

経常利益又は経常損失（△） △15,885 74,541

特別損失   

固定資産除却損 1,618 220

特別損失合計 1,618 220

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △17,504 74,320

法人税、住民税及び事業税 1,012 27,795

法人税等調整額 260 △4,852

法人税等合計 1,272 22,942

四半期純利益又は四半期純損失（△） △18,777 51,378
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△）
△17,504 74,320

減価償却費 123,723 116,289

固定資産除却損 1,618 220

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,575 7,045

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △23,300 2,700

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,300 △1,600

受取利息及び受取配当金 △3,811 △2,383

助成金収入 △9,615 △13,227

支払利息 4,285 4,674

売上債権の増減額（△は増加） 569,617 4,486

棚卸資産の増減額（△は増加） 31,831 △38,050

その他の流動資産の増減額（△は増加） △31,938 754

仕入債務の増減額（△は減少） △319,938 70,172

未払費用の増減額（△は減少） △12,381 4,845

その他の流動負債の増減額（△は減少） △31,933 △21,129

小計 272,928 209,120

利息及び配当金の受取額 3,811 2,383

助成金の受取額 9,615 15,147

利息の支払額 △4,285 △4,674

損害賠償金の支払額 － △7,719

法人税等の支払額 △20,699 △1,620

法人税等の還付額 － 14,703

営業活動によるキャッシュ・フロー 261,369 227,340

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △82,363 △53,974

投資活動によるキャッシュ・フロー △82,363 △53,974

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △30,700 －

長期借入れによる収入 60,000 －

長期借入金の返済による支出 △10,000 △10,000

短期借入金の純増減額（△は減少） 90,000 －

リース債務の返済による支出 △1,473 △1,473

自己株式の純増減額（△は増加） △20 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 107,804 △11,473

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 286,810 161,892

現金及び現金同等物の期首残高 151,181 434,035

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 437,992 ※ 595,928
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、顧客から原材料等を仕入れ、加工を行ったうえで当該顧客に販売する有償受給取引等において、

従来は原材料等の仕入価格を含めた対価の総額で収益を認識しておりましたが、原材料等の仕入価格を除いた対

価の純額で収益を認識することとしております。また、顧客から有償で支給される支給材の棚卸高については

「商品及び製品」「仕掛品」「原材料及び貯蔵品」として表示せず、流動資産の「その他」として表示しており

ます。

　当該会計方針の変更は、原則として遡及適用され、前第２四半期及び前事業年度については遡及適用後の四半

期財務諸表及び財務諸表となっております。この結果、前第２四半期累計期間の四半期損益計算書におきまし

て、売上高が1,124,222千円、売上原価が1,119,160千円、販売費及び一般管理費が5,062千円減少いたしまし

た。なお、売上総利益は5,062千円減少いたしますが、営業損失、経常損失、税引前四半期純損失及び四半期純

損失につきましては影響はありません。また、前事業年度の貸借対照表において、「商品及び製品」が27,013千

円、「仕掛品」が53,921千円、「原材料及び貯蔵品」が119,216千円減少し、「その他」が200,151千円増加いた

しました。なお、流動資産合計及び資産合計につきましては影響はありません。また、前第２四半期累計期間の

キャッシュ・フロー計算書におきまして、営業活動によるキャッシュ・フローの「棚卸資産の増減額」が21,202

千円増加し、「その他の流動資産の増減額」が21,202千円減少いたしました。なお、小計及び営業活動による

キャッシュ・フローの金額につきましては影響はありません。

 

　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期財務諸表への影響は

ありません。

 

（四半期貸借対照表関係）

　　　該当事項はありません。

 

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自 2020年４月１日

　　至 2020年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 2021年４月１日

　　至 2021年９月30日）

イ　販売費   

運賃 60,298　千円 70,534　千円

荷造費 13,147 13,259

給料 35,919 35,124

賞与引当金繰入額 6,339 6,856

業務委託料 17,809 17,830

ロ　一般管理費   

役員報酬 15,561　千円 15,126　千円

給料 28,780 27,860

賞与引当金繰入額 5,167 7,021

法定保険料 6,798 6,690

役員退職慰労引当金繰入額 3,050 2,700

賃借料 2,241 1,987

諸手数料 5,702 4,823

業務委託料 14,731 14,757

 

EDINET提出書類

日東化工株式会社(E01089)

四半期報告書

14/21



（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりで

あります。

 
前第２四半期累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

現金及び預金勘定 437,992　千円 595,928　千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 437,992 595,928

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

配当に関する事項

　　配当金支払額

（決議） 株式の種類

配当金の

総額

（千円）

配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2020年６月19日

定時株主総会
普通株式 30,700 利益剰余金 8 2020年３月31日 2020年６月22日

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

（金融商品関係）

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

 

（有価証券関係）

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自2020年４月１日 至2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

  （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

コンパウンド
事業

ゴム加工事
業

売上高    

顧客との契約から生じる収益 864,181 670,650 1,534,832

外部顧客への売上高 864,181 670,650 1,534,832

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 864,181 670,650 1,534,832

セグメント利益又は損失（△） △30,961 12,967 △17,994

　(注)１．報告セグメントの売上高の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額(11,111千円)は、報

告セグメントではない事業セグメントの売上高であります。

２．顧客との契約から生じる収益は、経済的要因別に区分の結果、各セグメントに分解されておりま

す。

 

２．報告セグメントの損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異

調整に関する事項）

（単位：千円）
 

損失 金額

報告セグメント計 △17,994

その他の調整額(注) △6,352

四半期損益計算書の営業損失 △24,347

 (注)その他の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用は、主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期累計期間（自2021年４月１日 至2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

  （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

コンパウンド
事業

ゴム加工事
業

売上高    

顧客との契約から生じる収益 947,054 728,784 1,675,839

外部顧客への売上高 947,054 728,784 1,675,839

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 947,054 728,784 1,675,839

セグメント利益 21,271 28,569 49,841

　(注)１．報告セグメントの売上高の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額(11,181千円)は、報

告セグメントではない事業セグメントの売上高であります。

２．顧客との契約から生じる収益は、経済的要因別に区分の結果、各セグメントに分解されておりま

す。

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異

調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 49,841

その他の調整額(注) △5,521

四半期損益計算書の営業利益 44,320

 (注)その他の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用は、主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの売上高の算定方法を同様に変更しております。利

益又は損失については変更ありません。

　なお、前第２四半期累計期間のセグメント情報については、変更後の売上高の算定方法により作成したも

のを記載しております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失(△)及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

　　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純

損失（△）
△4円89銭 13円39銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △18,777 51,378

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△18,777 51,378

普通株式の期中平均株式数（株） 3,837,546 3,837,482

（注）前第２四半期累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第２四半期累計期間における潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　(投資有価証券の売却)

　当社は、2021年８月６日に当社が保有する投資有価証券の一部を売却することを決定し、2021年10月１日に売却

致しました。

 

１．投資有価証券売却の内容

(１)売却株式：非上場株式

(２)売却価額：43,500千円

 

２．損益に与える影響

　2022年３月期第３四半期会計期間において、投資有価証券売却益36,900千円を特別利益に計上する予定であり

ます。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年11月11日

日　東　化　工　株　式　会　社

取　締　役　会　　御　中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴　木　　達　也

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川　端　　孝　祐

 

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日東化工株式
会社の２０２１年４月１日から２０２２年３月３１日までの第９５期事業年度の第２四半期会計期間（２０２１年７月１
日から２０２１年９月３０日まで）及び第２四半期累計期間（２０２１年４月１日から２０２１年９月３０日まで）に係
る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記につい
て四半期レビューを行った。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日東化工株式会社の２０２１年９月３０日現在の財政状態並びに同日をもって
終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全て
の重要な点において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ
た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に
記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人
としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい
る。
 
四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である
かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する
事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期
財務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手
続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年
度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら
れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認められ
る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付け
る。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財務諸表
の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期
財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書
日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。
・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠
していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、構成
及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められない
かどうかを評価する。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な
発見事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並
びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを
講じている場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
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　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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